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 ――岩手県二戸市の事例から―― （2013 年 8 月 19 日）
No. 93 伊藤健宏・迫一光：所得税と公的介護制度改革
 ――環境と経済厚生への影響―― （2013 年 8 月 29 日）
No. 94 岩手県立大学総合政策学部　就業力育成委員会：2013 年度前期 IPU E︲MAP 報告
  （2013 年 9 月 30 日）
No. 95 高嶋裕一：共分散選択モデルに対する赤池情報量基準の有限修正 （2014 年 3 月 14 日）
No. 96 高嶋裕一・新田義修・小井田伸雄：DEA を用いた養殖漁業復興計画の効率性分析
 ――「がんばる養殖復興支援事業」の漁協別計画を対象として―― （2014 年 3 月 17 日）
No. 97 堀篭義裕：岩手県における人口減少の背景と今後の見通し
 ――2030 年までの人口減少の影響予測に関する地域協働研究成果より――  （2014 年 3 月 26 日）
No. 98 小船克也 ・ 高嶋裕一：浄化槽法第 11 条に基づく検査の受検率低迷とその要因
 ――国会審議において提示された論点を中心に―― （2014 年 3 月 27 日）
No. 99 高嶋裕一　和川　央：「グラフィカルモデリングを用いた政策効果分析システム」
  （2014 年 5 月 26 日）
No.100 高嶋裕一：宇野弘蔵・恐慌論の数理モデル表現 （2014 年 11 月 10 日）
No.101 小船克也・ 高嶋裕一：「公営企業の経営に当たっての留意事項について」（総務省通知）の新旧比較
 ――下水道事業経営の観点から―― （2014 年 12 月 1 日）
編集後記
　前号から編集作業に携わることとなりました。この種の業務は初めてですが、すべてが新鮮で大変な作
業であることを知りました。これまで担当してくださった方々に御礼申し上げます。
　本学の話で恐縮ですが、2014 年度から本学もサバティカル制度を導入しました。これで本学は教員に
研究を精進する環境を整ってくれたと思いきや、申請者に対していろんな理由を述べ立てて許可しないと
のこと（現在は交渉中）です。新しい制度であるため、完璧にルールを示すことが難しいというのはわか
りますが、今回も後になってルールが示されました。これでは教員の士気が上がるところか、逆効果でど
んどんやる気をなくすだけです。よい制度であるので、改善してほしいです。
　私ごとで恐縮ですが、最近学生に「あなたの日本語がわからない、カタコトだ」と言われています。本
誌の編集作業を通して日本語力の向上につながるように頑張ります。（Tee）
